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Relationship between university students’ time spent alone and
the process of their identity development
Yuko MASUBUCHI and Shuzo IMAJO
This study used university students as participants to investigate how their thoughts on, and assessments 
of, spending time alone, as well as how they spent their time alone, were related to their process of identity 
development. A questionnaire-based investigation was conducted with female university students (N ＝ 206). 
The results of multiple regression analysis revealed the following: (1) How they spent their time on self-
introspection had a marked influence on identity, with the method, in particular, promoting “exploration” in the 
process of identity development. (2) Thoughts on, and assessments of, “a wish for isolation” inhibited identity 
development. (3) Thoughts on, and assessments of, “fulfillment/satisfaction” promoted “identification with 
commitment” in the process of identity development, and inhibited maladaptive “ruminative exploration.” We 
discussed the correspondence between these findings, and the hypothetical model of “time spent alone” 
(Masubuchi, 2014) and developmental changes in identity. 
Key words : thoughts on, and assessments of, spending time alone（ひとりで過ごすことに関する感情・評価），













































Schwartz, Berzonsky, Soenens, Vansteenkiste, 
Smits, & Goossens （2008） によって開発された多
次元アイデンティティ発達尺度 （the Dimensions 
of Identity Development Scale: DIDS） の日本語版
（Dimensions of Identity Development Scale: the 


































































ができる （Luyckx, Goossens, & Soenens, 2006; 
Luyckx, Goossens, Soenens, & Beyers, 2006）。
Luyckx, Goossens, & Soenens （2006） は、これを
“アイデンティティ形成の二重サイクルモデル （a 



















































芻的探求」との間に中程度の正の相関 （rs＝ .43～ 
.47）、「コミットメントとの同一化」との間に弱
い正の相関 （r＝ .16） がみられた。「自己解放」と
「広い探求」「反芻的探求」の間に弱い正の相関が
みられた （rs＝ .14, .26）。「個人的活動への没頭」
と「広い探求」「反芻的探求」の間に弱い正の相










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の標準偏回帰係数 （β＝ .18, p<.05）、「孤絶願望」
からの負の標準偏回帰係数 （β＝-.31, p<.001）、






偏回帰係数 （β＝ .39, p<.001）、「思考・内省」か
らの正の標準偏回帰係数 （β＝ .18, p<.05）が有
意であった。「反芻的探求」に対しては、「充実・
満足」からの負の標準偏回帰係数 （β＝-.21, p< 
.01）、「自己内省」からの正の標準偏回帰係数 （β
＝ .51, p<.001）、「趣味」からの正の標準偏回帰




数 （β＝ .25, p<.001）、「孤絶願望」からの負の標
準偏回帰係数 （β＝-.30, p<.001）が有意であっ
た。「将来の自己投入の希求」に対しては、「孤絶
願望」からの負の標準偏回帰係数 （β＝-.24, p< 
.001）および「自己内省」からの正の標準偏回帰
係数 （β＝ .40, p<.001）が有意であった。「過去
の危機」については、偏相関分析を実施したとこ






















































































































β β β β β β parctialcorrelation β
ひとりで過ごすことに関する感情・評価
　　孤独・不安 .09
　　充実・満足 .18* －.21** .25*** －.09
　　自立願望 .14
　　孤絶願望 －.24** －.31*** －.27*** －.30*** .13 －.24***
「ひとりの時間」の過ごし方（意味づけ）





























































頭」の過ごし方や （r＝ .45, p<.001）、「趣味」の
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間」の過ごし方の発達について、Luyckx et al. 
（2008） および中間他 （2014） が想定しているアイ
デンティティ発達の流れと対応する結果が得られ
たことから、増淵 （2014） の仮説モデルの妥当性
がある程度裏づけられ、また仮説モデルを精錬さ
せることができたと考えられる。
本研究の限界と今後の課題
本研究では、重回帰分析および相関分析によ
り、ひとりで過ごすことに関する感情・評価およ
び「ひとりの時間」の過ごし方が、アイデンティ
ティ発達のプロセスとどのように関連するかを検
討した。考察でまとめられたこの関連モデルにつ
いて、今後、パス解析等によりさらに明確化して
いくことで、アイデンティティ発達プロセスに寄与
する、ひとりで過ごすことに関する感情・評価およ
び「ひとりの時間」の過ごし方をさらに特定でき
るであろう。そのことにより、アイデンティティ発
達支援を促す「ひとりの時間」の過ごし方につい
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